
 

 
 

 

 

障がい者地域生活支援事業 １億８３万円

（担当：社会福祉課障害福祉係）

（１）訪問入浴サービス事業

自宅での入浴が困難な身体障がい者（児）の方に、訪問による入浴等の支援を行いました。 

（２）日中一時支援事業

障がい者（児）の方に日中の活動の場を提供するとともに、家族の就労支援、介護の負担軽減

を図るため、一時的な見守りの支援を行いました。 

（３）日常生活用具給付事業

 障がい者（児）の方の日常生活を支援するために、ストーマ装具や杖などの日常生活用具を給

付しました。 

（４）相談支援事業

障がい者の方やその家族からの相談に応じ、必要な情報の提供を行いました。 

（５）自動車運転免許取得費助成事業

障がい者の方の社会参加を推進するため、自動車免許の取得費を助成しました。 

（６）移動支援事業

屋外での移動が困難な障がい者（児）の方に、外出する際の支援を行いました。

（７）コミュニケーション支援事業

言語による意思の疎通を図ることに支障がある障がい者

の方に、手話通訳者等を派遣するなどの支援を行いました。

（８）社会復帰施設運営事業

在宅の障がい者の方の社会復帰を促進するため、通所

による作業指導や生活訓練等の支援を行いました。 
日中一時支援事業を利用する子どもたち 

○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）
 

 

３「健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまち」

（１）誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

いのちを守る総合対策事業 １億２３０万円 

（担当：社会福祉課社会福祉係・健康推進課保健指導係）

自殺防止について広く啓発するため、キャン

ペーンや講演会を実施しました。また、自殺の

危険を示すサインに気づき、必要な支援につな

げるなどの適切な対応を図ることができるゲー

トキーパーの養成に努めました。 

多重債務専用の電話相談や弁護士相談、栗原

市のぞみローンによる資金融資などの自殺防止

対策にも取り組みました。 
自殺防止講演会の様子
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３「健康や生活に不安がなく、優しさと思いやりに満ちたまち」

○新＝新規事業 □拡＝拡充事業 （事業名の頭に標記）

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

（２）高齢者が生きがいを持ち、互いに支え合うまちを目指します

（３）市民が安心して暮らせるための地域医療を守ります

健康診査事業 １億５，５９７万円 

（担当：健康推進課健康推進係）
ホッケー競技国際交流事業 １９９万円 

（担当：社会教育課スポーツ推進係）

「ホッケーのまちくりはら」を確立するた

め、オーストラリアの中学生・高校生のホッケ

ーチームとの交流試合を通し、競技力の向上を

図りました。 

○新  介護福祉士就職支援金助成事業 ４０万円 

（担当：介護福祉課介護保険係）

介護福祉士の資格を取得し、市内の介護サー

ビス事業所に新たに就職する方に対し支援を

行い、安定した介護サービスの提供、介護人材

の確保とその定着を図りました。 

○新  介護人材確保・定着事業 ２８５万円 

（担当：介護福祉課介護保険係）

介護職員初任者研修、
実務者研修の受講料を助
成し、介護職員の資質向
上や介護人材の確保を図
りました。 

休日急患業務事業 ８０９万円

（担当：健康推進課健康推進係）

栗原市医師会に休日等における急病患者への診療業務を委託し、診療体制を確保することで、市

民の医療不安を解消しました。 

（１）誰もが健康で安心して暮らせる環境をつくります

オーストラリアチーム
との国際交流試合の様子

 健康保持や病気の早期発見のため、各種健康

診査・がん検診等により健康管理に対する支援

を行いました。 

○新おとなの居場所づくり調査事業 ４万円

（担当：社会福祉課社会福祉係）

 住み慣れた地域において、健康でいきいきとした生活を送るために、高齢者を中心とした様々な

世代の市民が気軽に集まり、交流することができるよう、身近なスペースを活用した居場所づくり

に向けて、検討委員会を設置し、関係機関との調整を図りながら調査・検討を行いました。 

スキルアップのための研修会

交付実績    １人 

交付額   ４０万円 

交付実績  ２７人 

交付額 ２６６万円 

胃がん検診の説明の様子
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